
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料６ 

令和５年度の各機関の取り組み予定 
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令和５年度取組予定

雨水出水浸水想定区域の指定

■ 阿南市富岡地区、見能林地区において雨水出水浸水想定区域の指定をするため
調査事業を予定しております。

阿南市

富岡・見能林地区において実施予定

〇 想定最大規模降雨により当該排水
施設に雨水を排除できなくなった場
合又は当該排水施設から河川その他
の公共の水域若しくは海域に雨水を
排除できなくなった場合に浸水が想
定される区域を雨水出水浸水想定区
域として指定する。

社会資本整備総合交付金

内水浸水リスクマネジメント推進事業
補助率 ２分の１を活用予定

令和５年度取組予定

阿南市公開型ＧＩＳサービスの開始

本市が保有する行政情報を皆様に幅広く利用していただくため、阿南市公開型ＧＩＳ（Ｇｅｏｇ
ｒａｐｈｉｃ Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ Ｓｙｓｔｅｍ：地理情報システム）のサービスを開始します。

パソコンやスマートフォンからハザードマップ（津波、洪水、土砂、高潮、液状化）や避難所
の開設状況、ＡＥＤ設置場所、道路通報状況などのデータを阿南市の地図上で確認できるよ
うになります。

今後も市民の皆様に役立つ行政情報を、公開型ＧＩＳに適宜追加掲載する予定です。

阿南市

https://apps02.chklab.com/ciel_public/?citycd=362042&ismapinfofromdb=true&mapindex=30

62



小松島市おさんぽアプリ「こまポンウォーク」の運用

那賀川水系大規模氾濫減災協議会 令和５年度取組予定 小松島市

 お散歩コース「防災コース」の公開（順次実装予定）

・避難所等を巡るコースを公開し、スタンプラリー形式でコースを
歩いてもらうことで、避難所までの距離や所要時間の把握に繋げる。

 「防災」メニューでの啓発及び周知

・「マイ指定緊急避難場所（津波、洪水・土砂・高潮）」及び「マイ
指定避難所」の設定や、ファミリータイムラインの設定が可能。

・サイレン試聴ページ
避難情報や津波情報、国民保護情報等が発表された際には、
防災行政無線よりサイレンを伴う放送を実施することから、
避難情報等の種別やサイレンパターンについて、周知を行う。

■令和５年４月より運用開始の「こまポンウォーク」に
防災機能を装備

被害の軽減、早期復旧・復興のための対策（勉強会）

○ハザードマップを使った自主防災会研修

《ハザードマップ作成例》

《研修イメージ》

令和５年度取組予定【那賀町】
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那賀川水系大規模氾濫減災協議会 令和５年度取組予定 徳島県

水害リスク情報空白域の解消に向けた取組について

浸水被害からの、逃げ遅れゼロを目指し、
令和3年７月に水防法が改正

洪水浸水想定区域図のイメージ
（桑野川浸水想定区域図 平成３０年５月公表）

令和５年度は、那賀川水系全74河川の
浸水想定図の策定・公表を予定

空白域のある488県管理河川を対象に、
令和4年度までに、278河川について、
浸水想定図の作成に着手

浸水想定区域図

浸水継続時間

河川沿いに集落等が存在する48河川を対象に、
令和6年度の浸水想定区域の指定完了を目指す

浸水想定区域の指定対象河川が拡大

那賀川水系の全74県管理河川について着手済

1

①気象防災ワークショップ（中⼩河川洪⽔編）の実施
・気象台等から発表される防災気象情報に基づく地⽅公共団体の
防災対応を疑似体験する。
洪⽔災害が発⽣するおそれがある状況において、気象台等から
発表される様々な情報を参照しながら、少⼈数による
グループワークを⾏う。

・このワークショップを通じて、各種の防災気象情報を適切に理解し
有効に活⽤するとともに、体制の強化や避難情報の発令の
タイミングなどに関する検討を⾏い、判断のポイントを学ぶことに
よって防災対応⼒の向上を⽬指す。

②テレビ会議システムによる振り返り等の実施
・災害発⽣時などの対応を市町村等と共同で振り返り、
防災気象情報や地⽅公共団体⽀援の更なる改善につなげるとともに、
双⽅の防災対応について、相互の理解を深め、地域の気象防災⼒の強化を⽬的に⾏う。

・実施の⽬安としては、⾃治体から避難勧告等が発令された場合や、気象台から⼟砂災害警戒情報を発表した場合に⾏う。
また、社会的影響の⼤きな事象が発⽣した場合に⾏う。

③各種防災訓練やイベント等への参加

那賀川水系大規模氾濫減災協議会 徳島地⽅気象台令和５年度取組予定

・ 防災気象情報の伝え⽅の
改善について

引き続き改善を実施する。
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那賀川水系大規模氾濫減災協議会
令和５年度 取組

■ 取組
１．円滑かつ迅速な避難行動のための取組
（２）情報伝達、避難計画等に関する事項

⑥住民の避難行動を促し、迅速な水防活動を支援するため、スマートフォン等を活用したリアルタイムの情
報提供やプッシュ型情報の発信 【四国地整】

那賀川河川事務所では、令和５年度より既存のTwitter公式アカウントを活用し、住民の避難行動に役立つ情
報の配信を開始しました。

台風接近時には、最接近が想定される２～３日前から、気象庁から発表される台風の予測進路のリツイート
に加え、浸水ナビ・重ねるハザードマップなどの情報を確認できるサイトを紹介するツイートを実施します。
１日前には、川の防災情報や河川監視カメラの映像がリアルタイムで確認できるサイトを紹介します。

出水対応時には、基準水位への到達情報に加え、漏水発生情報等の避難開始の判断に有効な情報を積極的に
発信していく予定としております。

https://twitter.com/mlit_nakagawa

那賀川水系大規模氾濫減災協議会
令和５年度 取組

■ 取組
１．円滑かつ迅速な避難行動のための取組
（１）平時から住民等へ避難行動のための周知・教育・訓練に関する事項

⑦地域の寄り合い、各種団体の研修会、小中学校等における水防災意識社会再構築ビジョンに関する教育・
訓練を実施（出前講座等を利用し水防災意識社会再構築ビジョンに関する教育・訓練を実施）【四国地整】

出前講座は、自主防災会や学校等からの依頼により、過去の水害や防災
情報、那賀川河川事務所で行っている事業等、希望されたテーマに沿った
内容で実施しています。また、ＡＲ浸水体験アプリで想定最大規模の浸水
状況を体験いただいたり、パソコンやスマートフォンを使ったインター
ネットでの防災情報確認方法について実際の画面を見てもらいながら説明
を行うことにより、避難判断の参考にしてもらえるよう工夫をしながら開
催しています。

今後は、流域治水に関する内容も盛り込み、参加された方々には流域治
水に対する共感と理解が深まるよう継続して実施していく予定です。

【AR浸水体験アプリ使用の様子】 【ＰＣでの防災情報確認方法説明の様子】 【スマホでの防災情報確認方法説明の様子】

【出前講座の様子】
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那賀川水系大規模氾濫減災協議会
令和５年度 取組

那賀川河川事務所では出水期に向けて、那賀川・桑野川タイムラインに沿った洪水対応演習を実施します。
また、水防団との水防技術訓練や重要水防箇所の合同巡視・点検を実施すると共に、排水ポンプ車の操作訓練

や樋門・排水機場の合同点検についても出水期までに実施する予定としています。
さらに、長安口ダム放流警報に関する周知会についても、例年同様開催する予定としております
令和５年度においても引き続きこれらの取組を確実に実施し、万全の体制で出水期を迎えられるよう準備を行

います。

洪水対応演習 水防技術訓練 重要水防箇所の合同巡視・点検

排水ポンプ車操作訓練 許可工作物の合同点検 長安口ダム放流警報周知会
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那賀川下流域の水害リスク

阿南市役所

桑野川

辰巳工業団地

３．下流域の⽔害リスク【平常時と洪⽔時の流れ】

平常時 洪水時 平成26年8月台風11号

1
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那賀川橋

○氾濫注意水位を超過すると洪水が堤防に直接当たるため、侵食・漏水による堤防決壊等のリスクが高まる。
○長安口ダム放流量が約1,300m3/sを超えると氾濫注意水位（5.00ｍ）を超過する可能性がある。
○H26年台風11号では、長安口ダム放流量のピークから約２時間後に古庄地点水位がピークに達した。

那賀川橋横断図

令和４年9月 台風第14号
水位4.33ｍ 約2,600m3/s（速報値）

計画高水位

平成26年8月 台風第11号
水位 8.00ｍ 約9,500m3/s
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古庄地点ピーク 10日10:30 8.00m

長安口ダム放流量と古庄水位 放流量ピークと水位ピーク

３．下流域の⽔害リスク【リスクの⾼まりの⽬安、氾濫注意⽔位】

氾濫注意水位 5.00ｍ

2

越水 侵食 漏水

３．下流域の⽔害リスク【堤防決壊のリスク】

3
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３．下流域の⽔害リスク【侵⾷リスク】

4

月の輪工（岩脇地区）

３．下流域の⽔害リスク【漏⽔リスク】

平成16年8月台風10号洪水 水防団による月の輪工（上大野）
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◆那賀川は、川幅が狭い影響などもあり、洪水時の水位が高くなりやすい傾向があり、また、堤防が河床材料で築造

されていることや旧河道上に堤防がつくられていることから、洪水時に漏水が頻発している。

◆漏水が発生した場合、堤体内に浸透した河川水により水みちができ、それが進行・拡大することで堤防の安定性を

脅かす堤防決壊を引き起こす可能性があることから、適切な水防活動や漏水対策を行う必要がある。

漏水が発生しやすい那賀川の堤防

■旧河道を締め切った堤防

■那賀川の堤防の多くは砂利で築造

３．下流域の⽔害リスク【漏⽔とその要因】

6

※本資料における数値は現時点での速報値であり、今後修正される可能性がある。

10k/200+50付近（古毛） 4k/600付近（大京原）

11k/200～11k/800+100付近（上大野）

5k/800+100付近（柳島）

6k/600+150～6k/800付近（南島）

7k/400付近（南島）

5k/800+170～6k/000付近（古庄）

13k/800+ 50～14k/000付近（楠根上流）

9k/600付近（中大野） 4k/600付近（大京原）

2k/800付近（赤池）

2k/000～2k/400付近（中島）

13k/200+100～13k/400付近（楠根下流）

那賀川では、平成26年8月台風11号洪水により河川水位が上昇し、堤防等から水が吹き出る漏水現象が、台風
時の巡視や、地元からの通報により調査を行った結果、16箇所で確認。

14k/800付近（吉井）

13k/000付近（久留米田）

この地図は、測量法第29条に基づく複製承認を得て、国土地理院発行の5万分の1地形図を複製したもの（平成25四複、第29号）を一部転写したものである。

H26台風11号漏水発生箇所

３．下流域の⽔害リスク【平成26年8⽉洪⽔時の漏⽔】

7
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３．下流域の⽔害リスク【河川整備計画/漏⽔対策】

8

浸透対策を実施する区間（那賀川）（平成30年12月現在）

※今後の状況の変化により必要に応じて本図に示していない場所も施行することがある。

①川表断面拡大工法
施工状況写真

②表のり面遮水工法
施工状況写真

③ブランケット工法
施工状況写真

④裏のり置換工法
施工状況写真

３．下流域の⽔害リスク【漏⽔対策⼯のイメージ】

9
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